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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定者の皮膚面から発散される物質やエネルギーなどの物理量を測定するための発散
量測定装置であって、
　前記被測定者の皮膚面に、前記皮膚面との間に閉鎖空間を形成して取付可能に設けられ
た測定部と、
　それぞれ前記閉鎖空間に連通するよう設けられた上流側流路および下流側流路と、
　前記上流側流路から前記閉鎖空間を通って前記下流側流路に向かって測定用流体を流す
よう設けられた送流手段と、
　それぞれ前記上流側流路および前記下流側流路の前記測定部の近傍を流れる前記測定用
流体の同じ物理量を測定可能に設けられた１対の測定センサと、
　前記上流側流路から前記閉鎖空間に入った前記測定用流体が、前記閉鎖空間の内部で前
記皮膚面に沿って流れるよう、前記閉鎖空間の天井面から前記皮膚面に向かって下方に突
出して設けられた突出壁とを
　有することを特徴とする発散量測定装置。
【請求項２】
　底面側を前記皮膚面に向けて取付可能に設けられた本体と、
　前記本体を前記皮膚面に取り付けたとき、前記皮膚面と前記本体の底面との間に隙間を
あけるよう、前記本体の底面に取り付けられたスペーサとを有し、
　前記測定部は、前記本体の底面から下方に突出するよう設けられていることを
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　特徴とする請求項１記載の発散量測定装置。
【請求項３】
　各測定センサは、前記測定用流体の湿度を測定可能な湿度センサ、前記測定用流体の温
度を測定可能な温度センサ、または前記測定用流体の吸光度を測定可能な吸光光度計から
成ることを特徴とする請求項１または２記載の発散量測定装置。
【請求項４】
　前記測定用流体は気体から成り、
　各測定センサは前記測定用流体の湿度を測定可能な湿度センサから成ることを
　特徴とする請求項１または２記載の発散量測定装置。
【請求項５】
　前記測定部は、前記閉鎖空間を形成するために前記皮膚面と接触する部分が、前記皮膚
面に向かって尖った形状、または前記閉鎖空間からその外部に至る断面において、前記皮
膚面に向かって突出した曲線状に形成されていることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載の発散量測定装置。
【請求項６】
　前記測定部と前記上流側流路と前記下流側流路とを一体的に形成した本体を有し、
　前記送流手段と各測定センサとが、前記本体に一体的に取り付けられていることを
　特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の発散量測定装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被測定者の皮膚面から発散される物質やエネルギーなどの物理量を測定する
ための発散量測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚面から発散される汗や熱などの物理量は、身体の状態を把握するための指標となる
ため、従来からその測定が行われてきた。例えば、発汗量は、自律神経の状態や、自律神
経の関与する現象を把握するうえで重要な指標となるため、それらを把握する目的で測定
が行われている。発汗量の測定は、汗腺が自律神経系のうち交感神経の単独支配を受けて
いるため、交感神経機能の評価法等として利用されている。
【０００３】
　発汗には、精神性発汗と温熱性発汗とがある。精神性発汗は、情動的な興奮により手掌
や足蹠といった、主に無毛部に発汗するものである。このため、精神的ストレス状態や不
安などの主観的要素の強い尺度を定量的に評価したり、手掌多汗症の重症度を診断したり
するのに利用されている。また、温熱性発汗は、深部体温の上昇を主要なトリガーとして
、温熱中枢からの指示により、無毛部を除く全身で発汗し、その蒸散により体温を下げる
働きをするものである。このため、交感神経障害部位の特定に利用されており、熱射病の
早期検出への利用も期待されている。
【０００４】
　従来の発汗量測定装置として、皮膚にカプセルを取り付け、その中に乾燥空気を流し、
カプセルを通った後の空気の湿度を計測するものがある（例えば、特許文献１、非特許文
献１乃至３参照）。しかし、この装置では、カプセルに乾燥空気を流すための大きなガス
ボンベが必要であるという問題があった。そこで、この問題を解決するために、コンプレ
ッサーやポンプを用いて、パイプを通して室内空気をカプセルまで流し、パイプの上流側
に設置された湿度センサの測定値と、カプセルの内部に設置された湿度センサの測定値と
の差分を求めることにより、発汗量を計測する装置が開発されている（例えば、特許文献
２または非特許文献４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開平３－１０２２５１号公報
【特許文献２】特開昭６３－４６１３１号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Satchell P, Ware S, Barron J, Tuck R, “Finger sudorometry and a
ssessment of the sudomotor drive”, J Neurosci Methods, 1994, 53(2), p.217-223
【非特許文献２】坂口正雄、森健治、横地裕、中島浩二、大橋俊夫、「精神性発汗量の連
続記録装置の開発」、医用電子と生体工学、1988年、26(4)、p.35-39
【非特許文献３】坂口正雄、小野伸幸、亀井智成、横地裕、中島浩二、大橋俊夫、「湿度
センサを用いた精神性発汗連続記録装置－温度補償とその特性－」、医用電子と生体工学
、1990年、28(2)、p.137-142
【非特許文献４】百瀬英哉、坂口正雄、中島隆行、大橋俊夫、「流量補償方式換気カプセ
ル型ディジタル発汗計の開発」、信学技報、2008年、MBE2008-39、p.69-72
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献２および非特許文献４に記載の発汗量測定装置では、パイプの
上流側に設置された湿度センサの位置と、カプセルの内部に設置された湿度センサの位置
とが離れているため、測定時の温度などの測定条件が、各センサで異なることが多く、測
定誤差が大きくなってしまうという課題があった。
【０００８】
　本発明は、このような課題に着目してなされたもので、測定誤差を抑制し、より正確な
測定を行うことができる発散量測定装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明に係る発散量測定装置は、被測定者の皮膚面から発
散される物質やエネルギーなどの物理量を測定するための発散量測定装置であって、前記
被測定者の皮膚面に、前記皮膚面との間に閉鎖空間を形成して取付可能に設けられた測定
部と、それぞれ前記閉鎖空間に連通するよう設けられた上流側流路および下流側流路と、
前記上流側流路から前記閉鎖空間を通って前記下流側流路に向かって測定用流体を流すよ
う設けられた送流手段と、それぞれ前記上流側流路および前記下流側流路の前記測定部の
近傍を流れる前記測定用流体の同じ物理量を測定可能に設けられた１対の測定センサと、
前記上流側流路から前記閉鎖空間に入った前記測定用流体が、前記閉鎖空間の内部で前記
皮膚面に沿って流れるよう、前記閉鎖空間の天井面から前記皮膚面に向かって下方に突出
して設けられた突出壁とを有することを特徴とする。
 
【００１０】
　本発明に係る発散量測定装置は、被測定者の皮膚面から発散される物質やエネルギーな
どの物理量を測定するために、以下のようにして使用される。まず、被測定者の皮膚面に
、その皮膚面との間に閉鎖空間が形成されるよう測定部を取り付ける。次に、送流手段に
より、測定用流体を、上流側流路から閉鎖空間を通って下流側流路に流す。各測定センサ
で、それぞれ上流側流路および下流側流路の測定部の近傍を流れる測定用流体の同じ物理
量を測定する。測定された上流側流路の物理量と下流側流路の物理量との差に基づいて、
被測定者の皮膚面から発散される物質やエネルギーなどの物理量が得られる。
【００１１】
　本発明に係る発散量測定装置は、測定部の上流側および下流側の測定用流体の物理量を
、測定部の近傍で測定するため、測定時の温度などの外的要因による測定条件を、各測定
センサでほぼ同じにすることができる。このため、各測定センサの測定値の差をとったと
きでも残る、外的要因による測定誤差を抑制することができ、より正確な測定を行うこと
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ができる。また、上流側流路や下流側流路を流れる間に測定用流体の物理量が変化しても
、その変化に影響されることなく正確な測定を行うことができる。
【００１２】
　本発明に係る発散量測定装置で、各測定センサは、被測定者の皮膚面から発散される物
質やエネルギーなどの物理量を反映した測定用流体の物理量を測定可能なものであればい
かなるものであってもよい。各測定センサは、例えば、測定用流体の湿度を測定可能な湿
度センサ、測定用流体の温度を測定可能な温度センサ、測定用流体の吸光度を測定可能な
吸光光度計から成っている。湿度センサから成る場合には被測定者の発汗量を、温度セン
サから成る場合には被測定者の皮膚面からの発熱量を、吸光光度計から成る場合には被測
定者の皮膚面から発散される特定の物質や金属イオン等の量を測定することができる。ま
た、各測定センサは、１種類だけでなく、複数種類のセンサから成っていてもよい。
【００１３】
　本発明に係る発散量測定装置で、測定用流体は、測定する物理量に応じて、液体であっ
ても、気体であってもよい。例えば、発汗量を測定する場合には、測定用流体は気体から
成り、各測定センサは測定用流体の湿度を測定可能な湿度センサから成ることが好ましい
。この場合、気体の測定用流体を測定部に流すことにより、能動的に汗を気化させること
ができるため、汗が水滴として残りにくい。このため、測定誤差を小さくして正確な測定
を行うことができる。また、継続して長時間の発汗量測定を行うことができる。
【００１４】
　本発明に係る発散量測定装置で、前記測定部は、前記閉鎖空間を形成するために前記皮
膚面と接触する部分が、前記皮膚面に向かって尖った形状、または前記閉鎖空間からその
外部に至る断面において、前記皮膚面に向かって突出した曲線状に形成されていることが
好ましい。この場合、皮膚面に測定部を取り付けたとき、測定部の皮膚面と接触する部分
が、皮膚面と点または点に近い短い線で接触するため、その接触部分に隙間が生じにくく
、閉鎖空間を形成するのに効果的である。
【００１５】
　本発明に係る発散量測定装置は、前記測定部と前記上流側流路と前記下流側流路とを一
体的に形成した本体を有し、前記送流手段と各測定センサとが、前記本体に一体的に取り
付けられていてもよい。この場合、送液手段と測定部とを別々に取り付ける必要がなく、
皮膚面の１箇所に取り付けることができ、取り付けが容易である。また、皮膚面に取り付
けたままでも被測定者が動きやすく、運動時の発散量も測定することができる。また、容
易に小型化を図ることもできる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、測定誤差を抑制し、より正確な測定を行うことができる発散量測定装
置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態の発散量測定装置を示す（ａ）斜視図、（ｂ）左側面図、（
ｃ）平面図、（ｄ）正面図である。
【図２】図１に示す発散量測定装置の縦断面図である。
【図３】図１に示す発散量測定装置の（ａ）使用状態を示す説明図、（ｂ）測定原理を示
す説明図である。
【図４】図１に示す発散量測定装置の、下肢温浴を行った際の発汗量の測定試験結果を示
すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施の形態について説明する。
　図１乃至図４は、本発明の実施の形態の発散量測定装置を示している。
　図１および図２に示すように、本発明の実施の形態の発散量測定装置は、被測定者の皮
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膚面１から発散される発汗量を測定するための発汗量測定装置１０から成り、装置本体１
１と測定部１２と上流側流路１３と下流側流路１４と送流手段１５と制御回路１６と１対
の測定センサ１７ａ，１７ｂとスペーサ１８とを有している。
【００１９】
　装置本体１１は、平面形状が矩形状を成している。装置本体１１は、底面側を被測定者
の皮膚面１に向けて取付可能になっている。測定部１２は、円筒形状を成し、装置本体１
１の底面から下方に突出するよう設けられている。測定部１２は、円形の開口１２ａの周
縁を皮膚面１に接触させるよう、被測定者の皮膚面１に取り付けることにより、皮膚面１
との間に閉鎖空間２１を形成可能になっている。また、測定部１２は、閉鎖空間２１を形
成するために皮膚面１と接触する部分、すなわち円形の開口１２ａの周縁の先端が、閉鎖
空間２１からその外部に至る断面において、皮膚面１に向かって突出した円弧状を成すよ
う形成されている。これにより、測定部１２は、その断面上で、円形の開口１２ａの周縁
の先端が、皮膚面１と点または点に近い短い線で接するようになっている。
【００２０】
　上流側流路１３および下流側流路１４は、測定部１２を挟んで、それぞれ装置本体１１
の一方の端部から測定部１２まで、測定部１２から他方の端部まで伸びるよう、装置本体
１１に設けられている。上流側流路１３および下流側流路１４は、それぞれ測定部１２の
閉鎖空間２１に連通するよう形成されている。また、下流側流路１４は、装置本体１１の
他方の端部で、外部に向かって開口するよう形成されている。
【００２１】
　送流手段１５は、エアーポンプから成り、上流側流路１３の上方に配置されている。送
流手段１５は、装置本体１１に取り付けられている。送流手段１５は、上流側流路１３の
上流の端部側に、測定用流体として空気を供給するよう設けられている。これにより、送
流手段１５は、上流側流路１３から閉鎖空間２１を通って下流側流路１４に向かって空気
を流すようになっている。なお、上流側流路１３から閉鎖空間２１に入った空気が、閉鎖
空間２１の内部で皮膚面１に沿って流れるよう、閉鎖空間２１の天井面から皮膚面１に向
かって下方に突出した突出壁２２が設けられている。
【００２２】
　制御回路１６は、送流手段１５の上方に、送流手段１５との間に間隔をあけて配置され
ている。制御回路１６は、装置本体１１に取り付けられ、送流手段１５を制御可能に送流
手段１５に接続されている。なお、制御回路１６と送流手段１５との間の間隔は、下流側
流路１４の方向に向かって開口しており、その開口２３から送流手段１５で供給される空
気を取り入れるようになっている。
【００２３】
　各測定センサ１７ａ，１７ｂは、気体の温度および湿度を測定可能な温湿度センサ（セ
ンシリオン株式会社製「SHT21」）から成っている。各測定センサ１７ａ，１７ｂは、そ
れぞれ上流側流路１３および下流側流路１４の内部の、測定部１２の近傍に取り付けられ
ている。これにより、各測定センサ１７ａ，１７ｂは、それぞれ上流側流路１３および下
流側流路１４の測定部１２の近傍を流れる空気の温度と湿度とを測定するようになってい
る。
【００２４】
　スペーサ１８は、４つから成り、それぞれ装置本体１１の底面の４隅に取り付けられて
いる。スペーサ１８は、被測定者の皮膚面１に取り付けたとき、皮膚面１と装置本体１１
の底面との間に隙間をあけることにより、蒸れを防止するよう設けられている。
【００２５】
　図１および図２に示す具体的な一例では、発汗量測定装置１０は、以下のようにして製
造されている。すなわち、まず、銅箔付きポリイミド製フレキシブル基板３１（新日鐵住
金化学株式会社製「ESPANEX（登録商標）　MB18-25-18CEG」）上に、各測定センサ１７ａ
，１７ｂ用の配線をパターニングし、そのフレキシブル基板３１上に各測定センサ１７ａ
，１７ｂや、各測定センサ１７ａ，１７ｂからの信号を取り出すための電線コネクタ３２
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などの素子を実装した。
【００２６】
　次に、フレキシブル基板３１との間で上流側流路１３を構成し、送流手段１５のエアー
ポンプや制御回路１６を実装するための筐体３３を、３Ｄプリンタで作製した。また、フ
レキシブル基板３１との間で下流側流路１４を構成するためのカバー部３４を、シリコー
ンゴムにより作製した。作製した筐体３３およびカバー部３４を、フレキシブル基板３１
上に接着した。次に、フレキシブル基板３１の裏面に、水蒸気透過性の低いポリプロピレ
ン薄板３５（厚さ：0.5 mm）を接着し、取り扱う上で適度な剛性を有しながらも柔軟に変
形する構造とした。
【００２７】
　さらに、ポリプロピレン薄板３５およびフレキシブル基板３１の底部に、皮膚面１から
の蒸散空気を取り込むための開口部３６を設け、ポリプロピレン薄板３５の底面側に、皮
膚面１との間に閉鎖空間２１を形成するよう、開口部３６を覆う円筒状に突出した測定部
１２を接着した。また、ポリプロピレン薄板３５の底面側には、スペーサ１８も接着した
。こうして、装置本体１１、測定部１２、上流側流路１３、下流側流路１４、送流手段１
５、制御回路１６、各測定センサ１７ａ，１７ｂおよび各スペーサ１８が、一体的に形成
された発汗量測定装置１０を製造した。
【００２８】
　なお、図１および図２に示す具体的な一例では、発汗量測定装置１０は、幅が３０．０
ｍｍ、長さが４５．０ｍｍ、高さが１３．２ｍｍである。また、閉鎖空間２１で覆われる
皮膚面１の測定面積は、０．３ｃｍ２である。
【００２９】
　次に、作用について説明する。
　発汗量測定装置１０は、被測定者の皮膚面１からの発汗量を測定するために、以下のよ
うにして使用される。まず、図３（ａ）に示すように、上腕内側などの被測定者の皮膚面
１に、その皮膚面１との間に閉鎖空間２１が形成されるよう、ゴムバンドなどを使用して
発汗量測定装置１０を取り付ける。次に、電源から電力を供給して送流手段１５を駆動し
、図２に示すように、制御回路１６と送流手段１５との間の間隔を通して空気を取り入れ
、その空気を、上流側流路１３から閉鎖空間２１を通って下流側流路１４に流す。各測定
センサ１７ａ，１７ｂで、それぞれ上流側流路１３および下流側流路１４の測定部１２の
近傍を流れる空気の温度と湿度とを測定する。測定データは、無線などでコンピュータな
どに送信し、そこで発汗量の計算などを行う。
【００３０】
　このとき、図３（ｂ）に示すように、閉鎖空間２１の内部の皮膚面１から発散される汗
が、流れる空気により蒸発して水蒸気となり、空気中に取り込まれている。このため、測
定された上流側流路１３の湿度と下流側流路１４の湿度との差と、送流手段１５による空
気の流量と、皮膚面１の測定面積とに基づいて、被測定者の皮膚面１からの発汗量を得る
ことができる。
【００３１】
　発汗量測定装置１０は、測定部１２の上流側および下流側を流れる空気の湿度を、測定
部１２の近傍で測定するため、測定時の温度などの外的要因による測定条件を、各測定セ
ンサ１７ａ，１７ｂでほぼ同じにすることができる。このため、各測定センサ１７ａ，１
７ｂの測定値の差をとったときでも残る、外的要因による測定誤差を抑制することができ
、より正確な測定を行うことができる。また、上流側流路１３や下流側流路１４を流れる
間に空気の湿度が変化しても、その変化に影響されることなく正確な測定を行うことがで
きる。
【００３２】
　発汗量測定装置１０は、空気を閉鎖空間２１に流すことにより、能動的に汗を気化させ
ることができるため、汗が水滴として残りにくい。また、突出壁２２により、閉鎖空間２
１の内部で空気が皮膚面１に沿って流れるため、より効果的に汗を気化させることができ
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る。このため、測定誤差を小さくして正確な測定を行うことができる。また、発汗量測定
装置１０は、継続して長時間の発汗量測定を行うことができる。
【００３３】
　発汗量測定装置１０は、皮膚面１に測定部１２を取り付けたとき、測定部１２の円形の
開口１２ａの周縁の先端が、皮膚面１と点または点に近い短い線で接するよう形成されて
いるため、皮膚面１との間に隙間が生じにくく、容易に閉鎖空間２１を形成することがで
きる。
【００３４】
　発汗量測定装置１０は、各部が一体的に形成されているため、例えば送流手段１５と測
定部１２とを別々に取り付ける必要がなく、皮膚面１の１箇所に取り付けることができる
。このため、取り付けが容易である。また、皮膚面１に取り付けたままでも被測定者が動
きやすく、運動時の発汗量も測定することができる。また、容易に小型化を図ることもで
きる。
【００３５】
　本発明の実施の形態の発散量測定装置として発汗量測定装置１０について説明したが、
測定対象に応じて各測定センサ１７ａ，１７ｂや測定用流体の種類を変えることにより、
発汗量以外にも、被測定者の皮膚面１から発散される物質やエネルギーなどの物理量を測
定することができる。例えば、各測定センサ１７ａ，１７ｂで測定された温度を利用する
ことにより、被測定者の皮膚面１からの発熱量を測定することができる。また、各測定セ
ンサ１７ａ，１７ｂを、測定用流体の吸光度を測定可能な吸光光度計とすることにより、
被測定者の皮膚面１から発散される特定の物質や金属イオン等の量を測定することができ
る。なお、測定用流体は、測定する物理量に応じて、液体であっても、気体であってもよ
い。
【００３６】
［発汗量の測定試験］
　図１および図２に示す発汗量測定装置１０を用いて、温熱負荷である下肢温浴を行った
際の発汗量の測定試験を行った。試験は、室温３０℃、相対湿度５０％に調整された人工
気象室内で、被験者８名（２２～２５歳の健康な日本人成人男性）に対して行った。試験
では、まず、人工気象室に入室後３０分間を、環境に慣らす時間とした。その３０分間の
うち、後半の１５分間に、ゼロ点補正用データの取得を行った。入室から３０分後、発汗
量測定装置１０をゴムバンドにより各被験者の前腕内側に取り付け、１５分間の安静時測
定を行った後、２５分間の膝下までの下肢温浴（４２℃）を行った。発汗量の測定頻度は
１Ｈｚ（１秒間隔）とし、測定用流体（空気）の流量は４１０ｍｌ／ｍｉｎとした。
【００３７】
　発汗量の測定結果を、図４に示す。図４では、温浴開始時刻を０分として、８例すべて
の１分ごとの発汗量の平均値および標準偏差をプロットしている。なお、平均値は、その
時刻の前後１５秒（計３０点）の平均値を用い、測定開始時（安静開始時）の平均値は、
開始０秒から３０秒までの３０点の平均値、測定終了時（温浴終了時）の平均値は、終了
直前の３０秒から終了までの３０点の平均値を用いた。
【００３８】
　図４に示すように、測定開始直後に一時的に発汗量が増加し、５分ほどで定常状態とな
った。この発汗量の増加は、測定部１２の表面に溜まっていた汗の影響であると考えられ
る。なお、定常状態となるまでの時間は、測定用流体（空気）の流量により変化するもの
と考えられる。下肢温浴を開始すると、５分ほどで発汗量が増加し始め、開始後２０分ほ
どで飽和してほぼ一定量となった。この発汗量の増加は、下肢温浴により、下肢皮膚温の
上昇や血液温の上昇などの温度上昇が入力となり、温熱性発汗が促されたためと考えられ
る。測定終了時の発汗量の平均値は、約０．３５ｍｇ／ｍｉｎ／ｃｍ２であった。
【００３９】
　なお、温浴開始１３分後に、一時的な発汗量の減少が認められたが、これは、温浴槽の
継ぎ湯の時刻とほぼ一致しており、継湯の際に１５秒程度温浴を中断したためと考えられ
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に水滴で呈色するパッチ（ライフケア技研株式会社製）を接触させて、無効発汗の有無を
調べたところ、全被験者において無効発汗は認められなかった。このことから、今回の試
験では、測定用流体による汗の揮発能力が十分であったと考えられる。
【００４０】
　以上の試験結果から、発汗量測定装置１０は、発汗量を測定可能であることが確認され
た。今回の試験では、発汗量測定装置１０を用いて温熱性発汗についての測定を行ったが
、測定用流体の流量に基づいて測定値の分解能および測定レンジを調整することにより、
精神性発汗の測定も行うことができる。このことから、発汗量測定装置１０は、多汗症の
診断や、糖尿病性神経障害の診断、精神的なストレスのケア、熱中症や熱射病の予防など
に利用可能であると考えられる。
【符号の説明】
【００４１】
　　１　皮膚面
　１０　発汗量測定装置
　１１　装置本体
　１２　測定部
　　１２ａ　円形の開口
　１３　上流側流路
　１４　下流側流路
　１５　送流手段
　１６　制御回路
　１７ａ，１７ｂ　測定センサ
　１８　スペーサ
　２１　閉鎖空間
　２２　突出壁
　２３　開口
　３１　フレキシブル基板
　３２　電線コネクタ
　３３　筐体
　３４　カバー部
　３５　ポリプロピレン薄板
　３６　開口部
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要解决的问题：提供能够抑制测量误差并且进一步精确测量的辐射量测
量装置。溶解：测量部分12可以在形成封闭空间的状态下附着到对象的
皮肤表面1上在上述通道13和下游通道14之间设有上游通道13和下游通
道14，以便与封闭空间21连通。提供流动供给装置15，用于使测量流体
从上游通道13流向下游通道14通过封闭空间21.设置一对测量传感器17a
和17b，以便测量在上游通道13和下游通道14上的测量部分12附近流动
的测量流体的相同物理量。 ， 分别。各个测量传感器17a和17b由能够
测量测量流体的湿度的湿度传感器，能够测量测量流体的温度的温度传
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